
ベビー＆チャイルドシート・ベッド 

マシュマロ J フィックス S

体重2.5kg以上18kg以下のお子さま用です。 
自動車には、3点式シートベルトのみ装着できます。 
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重 要 

お客様登録カードご返送のお願い 

平成16年からチャイルドシートのリコール制度が始まります。 
付属の登録カードにお名前、ご連絡先などを記入の上、弊社宛にご返送ください。
ご返送いただいたお客様には、万一お買い上げいただいた製品に問題があること
が判明してリコールを実施する場合に、弊社から直接その内容をお知らせし、必
要な改善を実施し、製品を安全な状態にいたします。 
この登録システムは、国土交通省が推奨しています。 
安全にチャイルドシートをご使用いただくために是非必要ですので、ご協力の
ほどよろしくお願いいたします。 
なお、ご連絡先などの登録内容に変更が生じた場合は、必ずご連絡ください。（下記
参照） 
登録前にお客様登録カードが見あたらない場合は、弊社サービス係（P58参照）
までご連絡ください。 

※ご登録いただいた内容は、カードに記載された目的のみ利用いたします。 
お客様登録カードは、チャイルドシート育英保険登録（無料）、保証書、弊社
アンケートなど、他の目的も兼用いたしておりますので、カードの内容を
ご確認いただいた上で、お客様が必要とされる範囲で記入してください。 
（同封のプライバシー保護シールを貼り付けて、ご投函してください。） 
なお、チャイルドシート育英保険の内容に関しては、付属の説明文をご確認
ください。 

〈電話連絡先〉

受付時間：AM10：00～PM5：00（土、日、祝日、当社所定休日を除く）

TEL 0120－415－814

〈アフターサービスについての連絡先〉

アップリカ・チルドレンズプロダクツ株式会社

お客様サポートセンター
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★必ずお読みください。衝突や急ブレーキ等の緊急時にチャイルドシートの性
能を発揮させるために必ず守ってください。

①チャイルドシートのベルト取り付け位置をお子様の体格に合うように調節する。
②チャイルドシートは､お車の座席にシートベルトで緩みのないように､しっかり
固定する。

③お子様をチャイルドシートに、正しく乗せる。

マシュマロJフィックス Sを改造したり、本取扱い説明書の取扱い方法以外
の方法で使用されますと、衝突等の緊急時に、お子様の安全を守るための機能
が充分発揮できないだけでなく大変危険です。

このたびはアップリカ製品をお求めいただき、ありがとうございます。

この取扱書には、チャイルドシートの正しい取扱い方法と、手入れについての

説明がされています。

ご使用になる前に、よくお読みのうえ正しくお使い
ください。
また、本書は必ずチャイルドシート取説ポケットの
中に保管してください。
本品を他のお客様にお譲りになるときは、必ず本書
も併せてお渡しください。

★「危険」、「警告」、「注意」の表示は、これらの注意事項が守られなかっ
た場合に予想される、危害・損害の切迫度や大きさにより区分したもの
で、大変重要な内容です。必ずお守りください。

使用前の確認

誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う危
険が切迫して生じることが想定される内容です。 

誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可
能性が想定される内容です。 

誤った取り扱いをすると、人が障害を負ったり、物的損害
が起こる可能性があります。 

表　示 

危険 

警告 

注意 

表示の内容 

使用前の確認 ………………………………………………………… 1

使用上の注意 ………………………………………………………… 7

禁止事項 ……………………………………………………………… 14

お子様の大きさ ……………………………………………………… 15

各部の名称 …………………………………………………………… 17

緊急の場合には ……………………………………………………… 18

使用前の点検・準備 ………………………………………………… 19

操作方法 ……………………………………………………………… 25

車体への取り付け方法・お子様の乗せ方 ………………………… 33

日常のお手入れ方法 ………………………………………………… 52
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＊お車のシートベルトの取り付け幅
が、33cm未満の座席。

次の座席には取り付けできません。シートベルトの取り付け位置について

＊バックル側のベルトが樹脂製等で
固く、バックル位置が高い座席。
（RV車に多い）
＊座面より15cm以上高いと、チ
ャイルドシートのベルト固定ガイ
ドに干渉し、チャイルドシートが
固定できません。

　　シートベルトの種類

ALR（自動ロック式巻取装置）

付きシートベルト

A-ELR (チャイルドシート固定

機構）付きシートベルト

ELR（緊急ロック式巻取装置）

付きシートベルト

　　　シートベルトの特徴 　 　取り付け上の注意点

ベルトをすべて引き出した

状態から、チャイルドシート

に長さ調節して固定します。

チャイルドシートに長さ調

節して固定します。

巻取装置のないシートベル

トで長さ調節して使用します。
手動調節式シートベルト

NLR（非ロック式巻取装置）

付きシートベルト

通常はベルトが自由に出入

りし、急ブレーキ、衝突等の

緊急時だけロックされます。

通常は、ELR付きシートベルト

として機能します。ベルトをす

べて引き出すと、引き出し方向

にシートベルトが動きません。

ベルトを引き出す途中で手

を止めると、ベルトが自動

ロックされます。

ロック機構がなくベルトを

すべて引き出し、長さ調節

して使用します。

ベルトをゆるやかに引き出

しチャイルドシートを固定

します。

ベルトをすべてもどすと、チ

ャイルドシート固定機構が

解除されます。必ずベルトク

リッパーを使用してください。

ベルトを充分引き出しチャ

イルドシートを固定します。

必ずベルトクリッパーを使

用してください。

★あなたのお車に付属の取扱書をご覧になり､シート
ベルトを確認して使用してください。シートベルトの種類

注意：プリテンショナー付きシートベルト（強い衝撃を前面から受けたときにシ
ートベルトを引き込む）で強い衝撃を受け作動した後は、そのままチャイ
ルドシートを使用せずにお車の購入店で点検を受けてください。

危険：パッシブシートベルト（座席に座りドアを閉めると自動的にシート
ベルトを装着してくれる）の座席では使用できません。

危険：２点式シートベルトのついた座席には、チャイルドシートを固定で
きないので使用できません。

危険：３点式シートベルトの では、使
用できません。

危険：シートベルトが、取り付けられていない座席では使用できません。
33cm 
以上ならOK

チャイルドシートが 
左右に揺れる 

タング 
バックル 

固定側 

15cm以上 

＊お車のシートベルトのバックル、及び腰ベルトの取り付け位置が前方によっ
ている座席。背もたれより10cm以上前方で、シートリクライニング機構
のない座席。

10cm 
以上 

10cm以上 

チャイルドシート 
台座部 

シートベルト 

＊シートベルトの取り付け位置が高い座席。座面より15cm 以上の座席。
（2ドア車に多い）

チャイルド 
シート 
台座部 

15cm 
以上 

浮いてしまう シートベルト 

タイヤアーチ上部 
から取り出される 

15cm 
以上 
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取り付けできない座席

＊座面の高さが28cm以下、42cm以
上、の座席のお車。

＊座面の奥行きが52cm以上の座席

28��以下
42��以上

（チャイルドシートの底面と
　接する部分からフロアまで）

（座面の奥行き）

52��以上

＊大腿部､臀部をホールドするため
に落とし込んである座席で､チャ
イルドシートの底面が座席に接す
る部分が一部の座席。（市販座席に
取り替えられた車両､スポーツ車､レ
ース車等）

（点で支えることになり不安定）

＊臀部をホールドするため落とし込ん
である座席で、チャイルドシートが
落ち込むため、バックル位置が座面
より15cm以上高くなる座席。

＊チャイルドシートの台座が落ち込む
ため、バックル位置がベルトガイド
よりも高くなり固定できない。（通常
は、バックルとベルトガイドが同位
置にあります。）

15��以上

＊座席のフラット面が狭く 28cm
未満の座席。（市販座席に取り替
えられた車両、スポーツ車、レー
ス車等）

28��未満

＊シートベルトの長さ（A+B+C）が
225cm以下の座席は取り付けでき
ません。（上図で測定の場合、スラ
イドができる座席は1番後ろに引
いた状態で行なってください。）

A

B C

背部表面線 

座席表面線 

A＋B＋Cの長さが
225��以下

★あなたのお車の座席を確認してください。
★該当する場合には、他の座席に取り付けてください。

c. その他、チャイルドシートを固定できない座席。

b. 下記の条件の座席には、取り付けできません。

a. 座席の条件について確認してください。次の座席には取り付けないこと。

＊お車の進行方向に対
して後ろ向き、及び
横向きの座席。（RV
車対座シート、ジー
プ等）

＊前シートの中央
座席（前席ベン
チ仕様車）や、
お車の運転に支
障を及ぼす座
席。

＊2点式シートベルト
のみの車両。

＊特別な目的のために
使用される車両の座
席。（スポーツ車、レ
ース車等）

＊チャイルドシートにより､バックミラー､ルームミラー等によって得られる視
界の妨げとなる座席。

＊ SRS エアーバ
ックが装備され
た座席。

＊チャイルドシ
ートを取り付
けるお車のフ
ロアに、シュ
ーズボックス、
ヒューズボッ
クス、収納型シート、コンソー
ルボックス、スペアタイヤの収
納スペース等があり、これらが
レッグサポートの下に敷かれる
ようなフロアにはチャイルドシ
ートを取り付けない。

※これらの座席ではベッドでの使用がで
きません。

＊後部中央の座席。
（3点式シートベルトも不可）

＊バックルが車両
外側にある座席。

＊シートベルトの長さが極端に短い座席。

※これらの座席では後ろ向け
での使用ができません。

＊お車の腰
ベルトが、
座席の中
間部から
出ていて、
座席後方
及び中央部が落ち込んでい
る座席。（バケットタイプ・
セミバケットタイプの座席）
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危　険

体重
たいじゅう

2.5kg以上
いじょう

～18kg

以下
い か

、身長
しんちょう

49cm以上
いじょう

～105cm未満
みまん

のお子様
こさま

以外
いがい

に使用
しよう

しない。

（きけん）

レッグサポートがお

車
くるま

のフロアに接
せっ

しな

い、また一部
いちぶ

のみ接
せっ

している状態
じょうたい

で使用
しよう

しない。

チャイルドシートが

確実
かくじつ

に固
こ

定
てい

できない

座席
ざせき

では使用
しよう

しない。

── 衝突
しょうとつ

や急
きゅう

ブレーキ等
など

により車両
しゃりょう

より放
ほう

り出
だ

されたりフロントガラス

にぶつかり生命
せいめい

に関
かか

わる重大
じゅうだい

な傷害
しょうがい

を受
う

ける恐
おそ

れがあります。──

身長
しんちょう

が105cm未満
みまん

であって

も頭部重心位置
とうぶじゅうしんいち

（耳
みみ

の上端部
じょうたんぶ

）

がヘッドレストの先端部
せんたんぶ

から

上
うえ

に出
で

る場合
ばあい

は使用
しよう

しない。

レッグサポートをはず

して使用
しよう

しない。

D A N G E R

使用上の注意

お子様
こさま

を立
た

たせたり、中腰
ちゅうごし

、

正座
せいざ

をした状態
じょうたい

でチャイル

ドシートを使用
しよう

しない。

──衝突
しょうとつ

や急
きゅう

ブレーキ等
など

に

より車両
しゃりょう

より放
ほう

り出
だ

された

り、フロントガラスにぶつか

り生命
せいめい

に関
かか

わる重大
じゅうだい

な傷
しょう

害
がい

を受
う

ける恐
おそ

れがあります。─

─

SRS エアーバッグが

装備
そうび

された座席
ざせき

にチャ

イルドシートを取
と

り付
つ

けない。

──衝突等
しょうとつなど

の緊急時
きんきゅうじ

に、エアーバッグの

作動
さどう

により重大
じゅうだい

な傷害
しょうがい

を受
う

ける恐
おそ

れがありま

す。──

レッグサポートとお車
くるま

の

フロアの間
あいだ

にクッション、

座布団等
ざぶとんなど

を敷
ひ

かない。

── 走行中
そうこうちゅう

に 敷物
しきもの

が

移動
いどう

し固定
こてい

できなくな

り生命
せいめい

に関
かか

わる重大
じゅうだい

な

傷
しょう

害
がい

を受
う

ける恐
おそ

れがあ

ります。──

★お子様のために、お読みの上必ず守ってください。 ★お子様は後席へ、助手席ではお子様の動作が気になり運転の妨げにな
るだけでなく、運転装置にさわり事故につながる恐れがあります。

チャイルドシートのバッ

クルをはずして使用
しよう

しな

い。

ベッド状態以外
じょうたいいがい

で横向
よこむ

け

に使用
しよう

しない。

チャイルドシートを取
と

り付
つ

けるお車
くるま

の

フロアに、ヒューズボックス、

収納型
しゅうのうがた

シート、コンソールボックス、

スペアタイヤの収納
しゅうのう

スペース等
など

があ

り、これらがレッグサポートの下に有
あ

るようなフロアにはチャイルドシート

を取
と

り付
つ

けない。

※チャイルドシートを取
と

り付
つ

けるお車
くるま

のフロアの形状
けいじょう

・状態
じょうたい

について不明
ふめい

な点
てん

は、

各自動車
かくじどうしゃ

メーカー又
また

は、自動車販売店
じどうしゃはんばいてん

にお問
と

い合
あ

わせください。

クッション等
など

の柔
やわ

ら

かい素材
そざい

で底
そこ

上
あ

げさ

れたフロアには使用
しよう

しない。

─ 衝突
しょうとつ

や急
きゅう

ブレーキ等
など

により生命
せいめい

に関
かか

わる重大
じゅうだい

な傷害
しょうがい

を受
う

ける恐
おそ

れがあります。─

─ 衝突
しょうとつ

や急
きゅう

ブレーキ等
など

によりレッグサポート

の下
した

に有
あ

る収納
しゅうのう

スペース等
など

がつぶれ生命
せいめい

に関
かか

わる重大
じゅうだい

な傷害
しょうがい

を受
う

ける恐
おそ

れがあります。─
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肩
かた

ベルトは、お子様
こさま

の肩
かた

以外
いがい

の位置
い ち

で使用
しよう

しない。

──衝突
しょうとつ

や急
きゅう

ブレーキ等
など

によ

り首
くび

や頭等
あたまなど

を締
し

めつけられる恐
おそ

れがあります。──

ベッド状態
じょうたい

でチャイルドシートの

座面
ざめん

から足
あし

がでるお子様
こさま

は、使用
しよう

しない。

──衝突
しょうとつ

や急
きゅう

ブレーキ等
など

により強
つよ

い圧迫等
あっぱくなど

を受
う

け重大
じゅうだい

な傷害
しょうがい

を受
う

け

る恐
おそ

れがあります。──

警　告 （けいこく） ＷＡＲＮＩＮＧ

ベッド状態
じょうたい

での使用
しよう

は車両
しゃりょう

の進
しん

行方向
こうほうこう

に対
たい

し

直角
ちょっかく

に頭
あたま

を中央側
ちゅうおうがわ

にして取
と

り付
つ

けてください。

後
うし

ろ向
む

き取
と

り付
つ

け、前
まえ

向
む

き取
と

り付
つ

けでは、ベ

ッド状態
じょうたい

で使用
しよう

しない。

──衝突
しょうとつ

や急
きゅう

ブレーキ等
など

により強
つよ

い圧迫等
あっぱくなど

を

受
う

け重大
じゅうだい

な傷害
しょうがい

を受
う

ける恐
おそ

れがあります。──

ベッド横向
よ こ む

け使用時
し よ う じ

、お

子様
こさ ま

を拘
こう

束
そく

したままリクラ

イニングを起
お

こさないでく

ださい。

──お子様
こさま

が圧迫
あっぱく

され重大
じゅうだい

な傷害
しょうがい

を受
う

ける恐
おそ

れがあり

ます。──　

チャイルドシートは一人
ひとり

用
よう

です。

二人
ふたり

以上
いじょう

で使用
しよう

しない。

肩
かた

ベルト、腰
こし

ベルトは、ねじれ、緩
ゆる

んだ状態で使用しない。また、腰
こし

ベ

ルトは骨盤上
こつばんじょう

以外
い が い

で着
ちゃく

用
よう

しない。

（腰
こし

ベルトは骨盤上
こつばんじょう

に低
ひく

く下
さ

げて着
ちゃく

用
よう

する。）

──衝突
しょうとつ

や急
きゅう

ブレーキ等
など

により強
つよ

い圧迫等
あっぱくなど

を受
う

け重大
じゅうだい

な傷害
しょうがい

を受
う

ける恐
おそ

れが

あります。──

チャイルドシート使用時
し よ う じ

は、お子様
こ さ ま

を

一人
ひとり

で車内
しゃない

に残
のこ

さない。

──お子様
こさ ま

の不特定
ふとくてい

の行動
こうどう

によりベルト

が首
くび

に巻
ま

き付
つ

いたり、炎天下
えんてんか

の車
しゃ

内
ない

の

高温
こうおん

により生命
せいめい

に関
かか

わる重大
じゅうだい

な事故
じ こ

につ

ながる恐
おそ

れがあります。──

後
うし

ろ向
む

け取
と

り付
つ

け時
じ

、ベッ

ドで使
し

用
よう

しない。

──衝突
しょうとつ

や急
きゅう

ブレーキ等
など

に

より重大
じゅうだい

な傷害
しょうがい

を受
う

ける恐
おそ

れがあります。──
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警　告 （けいこく） ＷＡＲＮＩＮＧ

チャイルドシートを直射日光
ちょくしゃにっこう

にさら

さない。（特
とく

に駐車時
ちゅうしゃじ

）

──バックル等
など

が熱
あつ

くなり、火傷
やけど

の

恐
おそ

れがあります。──

火傷
やけど

をしないように、熱
あつ

くないこと

を確認
かくにん

のうえお子様
こさま

を座
すわ

らせてくだ

さい。

チャイルドシートを使用中
しようちゅう

、お子様
こさま

に

バックルボタンを触
さわ

らせない。

──バックルがはずれ危
き

険
けん

になる恐
おそ

れ

があります。──

お車
くるま

を走行中
そうこうちゅう

にチャイルドシートの

操作
そうさ

（ベルト調整
ちょうせい

、リクライニング

操作
そうさ

等
など

）を行
おこな

わない。

──運転手
うんてんしゅ

が操作
そうさ

すると走行
そうこう

してい

る自動車
じどうしゃ

が事故
じ こ

になる恐
おそ

れがありま

す。道路交通法
どうろこうつうほう

違反
いは ん

（前方
ぜんぽう

不注意
ふちゅうい

）に

なります。──

肩
かた

ベルト、股
また

ベルトに傷
きず

、損傷
そんしょう

、キ裂
れつ

、

焦
こ

げた状態
じょうたい

で使用
しよう

しない。

──衝突
しょうとつ

や急
きゅう

ブレーキ等
など

により重大
じゅうだい

な

傷害
しょうがい

を受
う

ける恐
おそ

れがあります。──

改造
かいぞう

したり取扱
とりあつか

い説明
せつめい

書以外
しょいがい

の方法
ほうほう

で取
と

り付
つ

けない。

──衝突
しょうとつ

や急
きゅう

ブレーキ等
など

により危険
きけん

になる恐
おそ

れがあります。──

チャイルドシートの底面
ていめん

の

一部分
いちぶぶん

にクッション、座布団
ざ ぶ と ん

等
など

を敷
し

かない。

──走行中
そうこうちゅう

に敷物
しきもの

が移動
いど う

し固定
こて い

できなく危険
きけ ん

になる恐
おそ

れがあり

ます。─

2ドア、3ドア車及
しゃおよ

び1ボックス車等
しゃなど

、

乗降時
じょうこうじ

に通路
つう ろ

になる座席
ざせ き

にチャイルド

シートを取
と

り付
つ

けない。

──衝突等
しょうとつなど

の緊急時
きんきゅうじ

に、内部
な い ぶ

の人
ひと

が

脱出
だっしゅつ

できず重大
じゅうだい

な事故
じ こ

につながる恐
おそ

れ

があります。──
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チャイルドシートには、ご使用上の情報を記入した「警告ラベル」を背面に貼付
しています。

警告ラベルについて

チャイルドシートは、一度でも強い衝撃を受けた場合は、外見上の破損がなく
ても絶対に使用しないでください。また、次のような使用は絶対にしないでく
ださい。

禁止事項

＊事故
じ こ

などで強
つよ

い衝撃
しょうげき

が加
くわ

わった後
あと

の使用
しよう

。

＊落下
らっか

、放
ほう

り投
な

げ等
など

による強
つよ

い

衝撃
しょうげき

が加
くわ

わった後
あと

の使用
しよう

。

＊ネジ、ナット等
など

をはずしての使用
しよう

。

＊シートカバーやクッション材
ざい

を外
はず

しての使用
しよう

。

＊子供
こども

の遊
あそ

び道具
どうぐ

としての使用
しよう

。

禁　止（きんし）PROHIBITION

＊保護者
ほご し ゃ

、介護者等
かいごしゃなど

が椅子等腰掛
いすなどこしか

け

としての使用
しよう

。

＊屋外
おくがい

に放置
ほうち

し雨等
あめなど

にさらした後
あと

の

使用
しよう

。

＊分解
ぶんかい

･組立
くみたて

･改造
かいぞう

（他
ほか

の部品等
ぶひんなど

と交
こう

換
かん

）しての使用
しよう

。

＊その他
ほか

、チャイルドシート

（自動車用品
じどうしゃようひん

─年少者保護装置
ねんしょうしゃほごそうち

）

の目的以外
もくてきいがい

での使用
しよう

。

危　険 
●体重2.5kg以上～18kg以下、身長49cm以上～105cm未満のお子様以外に使用
しない。
●チャイルドシートが確実に固定できない座席では使用しない。
●チャイルドシートのバックルをはずして使用しない。
●ベッド状態以外で横向けに使用しない。
●お子様を立たせたり、中腰、正座をした状態でチャイルドシートを使用しない。
──衝突や急ブレーキ等により車両より放り出されたりフロントガラスにぶつかり
生命に関わる重大な傷害を受ける恐れがあります──

●SRSエアーバッグが装備された座席にチャイルドシートを取り付けない。
──衝突等の緊急時に、エアーバッグの作動により重大な傷害を受ける恐れがあり
ます。──

●チャイルドシート使用時は、お子様を一人で車内に残さない。
──お子様の不特定の行動によりベルトが首に巻き付いたり、炎天下の車内の高温
により生命に関わる重大な事故につながる恐れがあります。──

●レッグサポートがお車のフロアに接しない状態で使用しない。
──衝突や急ブレーキ等により放り出されたり、フロントガラスにぶつかり生命に
関わる重大な傷害を受ける恐れがあります。──

注　意

必ずお読みください。衝撃や急ブレーキ等の緊急時に、チャイルドシートの性
能を充分発揮できない原因になりますので必ず守ってください。

（ちゅうい）CAUTION

＊お車
くるま

の座席
ざせき

が皮仕様
かわしよう

の場合
ばあい

には、直接
ちょくせつ

取
と

り付
つ

けないこと。

── 皮
かわ

シートが、損傷
そんしょう

を受
う

けないようチャイルドシートと座席
ざせき

の間
あいだ

に保
ほ

護
ご

シート（薄
うす

いゴムマット等
など

）等
など

をご使用
しよう

ください。──

＊シートカバー内部
ないぶ

のクッション材
ざい

を取
と

り外
はず

したり、他
ほか

の物
もの

と交換
こうかん

したり、

やぶれた状態
じょうたい

で使用
しよう

しない。

──衝突等
しょうとつなど

の緊急時
きんきゅうじ

に、お子様
こさま

の安全
あんぜん

を守
まも

るための機能
きのう

が充分
じゅうぶん

発揮
はっき

で

きないだけでなく生命
せいめい

に関
かか

わる重大
じゅうだい

な危険
きけん

になる恐
おそ

れがあります。──

＊お子様
こさま

が乗
の

っていないチャイルドシートは、確実
かくじつ

に固定
こてい

するか、トラン

ク等
など

に収納
しゅうのう

すること。

── 衝突
しょうとつ

や急
きゅう

ブレーキ等
など

により移動
いどう

し、車両内外
しゃりょうないがい

の人
ひと

にぶつかる恐
おそ

れ

があります。──

＊お子様
こさま

が乗
の

らなくても、タングはバックルにはめておくこと。

＊お子様
こさま

にチャイルドシートを取
と

り付
つ

けさせたり、操作
そうさ

させない。

＊車
くるま

のタングがチャイルドシートの角
かど

に接触
せっしょく

した状態
じょうたい

で使用
しよう

しないこと。

＊チャイルドシートを取
と

り付
つ

ける場合
ばあい

は、お車
くるま

のシートの可動
かどう

部
ぶ

やドアに

挟
はさ

まないこと。

＊火
ひ

の近
ちか

くや、炎天下
えんてんか

の車中
しゃちゅう

に放置
ほうち

しない。

── 樹脂
じゅし

が変形
へんけい

し性能
せいのう

を維持
い じ

できなくなります。──

＊バックルに水
みず

やジュース等
など

をかけないこと。

＊シートカバーがやぶれた状態
じょうたい

や、ネジやナットが緩
ゆる

んだり脱落
だつらく

した状態
じょうたい

で使用
しよう

しない。

＊その他
ほか

、チャイルドシートの故障
こしょう

の原因
げんいん

となるようなこと。



危険：SRSエアーバッグが装備された座席にチャイルドシートを取り付
けない。

──衝突等の緊急時に、エアーバッグの作動により重大な傷害を受ける
恐れがあります。──
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★お子様の体重を認知し、成長度合いを見極めて判断してください。
★体重2.5kg以上～18kg以下､身長49cm以上～105cm未満のお子
様に使用できます。

（A）横向け取り付け──
体　　重─2.5kg以上～8kg未満
身　　長─49cm以上～65cm未満
参考年齢─新生児～6ヶ月頃
そ の 他─あおむけに寝かせた時､肩ベルト､腰ベルトが体にフィットすること。

マモールSを使用してください。

危険：横向け取り付けでは、ベッド状態以外で使用しない。
──衝突や急ブレーキ等により車両より放り出されたりフロントガラス
にぶつかり生命に関わる重大な傷害を受ける恐れがあります。──　

警告：ベッド状態でチャイルドシートの座面から足が出るお子様は、使用
しない。

──衝突や急ブレーキ等により強い圧迫などを受け重大な傷害を受ける
恐れがあります。──チャイルドシートの取り付け方を選択する場合､お子様の体重と状態が決

定的な決め手になります｡参考年齢の範囲及び身長は、およその見当で述
べたものです｡お子様の体重に合わせて取り付けてください。 （B）後ろ向け取り付け ──

体　　重─7kg以上～10kg未満
身　　長─65cm以上～75cm未満
参考年齢─生後6ヶ月頃～12ヶ月頃
そ の 他─首が安定し､一人座りのできるお子様。

（C）前向き取り付け──
体　　重─9kg以上～18kg以下
身　　長─75cm以上～105cm未満
参考年齢─1才頃～4才頃
そ の 他─お子様を座らせた時､後頭部がヘッドレストの上端部より下になる

こと。
左右のタングがバックルへ差し込めること。

＊新生児とは、出生から生後4週間までの赤ちゃんのことです。
赤ちゃんの体重や発達状況等をしっかりとご認識の上、チャイルドシート＆ベッ
ドを正しく選び、正しくご使用ください。
アップリカのチャイルドシート＆ベッドを使用できる「新生児」とは出生体重
2500g以上かつ在胎週数37週以上の赤ちゃんです。
出生体重が2500g未満の赤ちゃんは、体重が2500g以上、かつ在胎週数プ
ラス出生後の週数が37週以上という条件を満たした上で、お医者さまにご相談
の上ご使用ください。

＊参考　WHO（世界保健機構）の定義及び母子保険法昭40法141

a. お子様が最初にお車に乗ったその時から、チャイルドシート（シートベ
ルト）を習慣にして例外をもうけないようにしてください。

b. お子様がチャイルドシートに座ったときは、ご褒美を上げてください。
c. お子様は後席へ、助手席ではお子様の動作が気になり運転の妨げになる
だけではなく、運転装置にさわり事故につながる恐れがあります。

d. 長いドライブの時には、定期的に休憩を取って、お子様の気分転換をは
かってください。

e. お車の中では同乗者も必ずシートベルトをしてください。

●お子様への心遣い

お子様の大きさ
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ヘッドレスト 

股ベルト 

肩ベルト調節 
レバー 

肩ベルト調節 
ベルト 

調節ボタン 

バックル 

腰ベルトパッド 
（828のみ） 

ベルトガイド 

ベルトガイド溝 

取説ポケット 

座面 

肩ベルト 

肩ベルトカバー 

ベルトカバー 

回転ロック 
解除レバー 

レッグサポート 
本体背面 

台座 
品番シール 

本体座部 

リクライニング 
レバー 

肩ベルト 
調節バー 

セフティーリング 

ベルトジョイント金具 
スタンド 

肩ベルト通し穴 

ベルトロック 

チャイルドシートは、お子様の安全を守るための機能を備えておりますが、
これらの機能は事故により、お子様の受けるダメージを軽減する為のもの
であり、事故から無損で守ることはできません。

●３段階フルリクライニング　　●ムービングシート
●快適ヘッドメカ　　　　　　　●ワンタッチ長さ調節肩ベルト

特　徴

付属品 

ベルトクリッパー 

フィットスペーサー 

レッグサポートカバー（828のみ） 

（R） （L） 

緊急の時にはあわてずに、バックルのプレスボタンを指で押し、タングをバッ
クルから離しベルトアジャスターカバーを開き、お子様を降ろしてください。

緊急の場合には

バックルからタングが抜けない時は、チャイルドシートの肩ベルトを刃物等で
切り、お子様を降ろしてください。

各部の名称

緊急の時

バックルからタングが抜けない時
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ベルトロックの使用方法使用前の点検・準備

注意：チャイルドシートのクッションがやぶれた状態で使用しないこと。

＊肩ベルト、股ベルト

点　検 ★当製品は、車両内でお子様のために使用するものです。
★使用前には必ず各部を点検してください。

＊バックル

①左右のタングを組み合
わせ、バックルの差し
込み口へ差し込みま
す。（インジケーターの
色が赤から青に変わっ
たことを確認します。）

②股ベルトカバーの上部
を手前に 2 ～ 3 回引
き、外れないことを確
認します。

③バックルの「PRESS」
ボタンを押し、左右の
タングが外れることを
確認してください。
（インジケーターが赤
色になります。）

注意：ベビー＆チャイルドシートの縫製品、カバーが破れたりほつれた
りした状態で使用しないこと。

注意：ベビー＆チャイルドシートの表皮は充分な耐久性を持たせてあり
ますが、通常の使用範囲でもご使用頻度により部分的に生地が擦
り切れることがあります。このような場合は、保証請求の範囲で
はありませんのでご理解ください。

＊クッション
シートカバーを外した時等にクッションのやぶれを目で見て確認してください。

警告：肩ベルト、股ベルトに傷、損傷、キ裂、焦げのある状態で使用しない。
衝突や急ブレーキ等により重大な損傷を受ける恐れがあります。─

肩ベルト､股ベルトに傷､損傷､キ裂､焦げ等がないことを目で見て確認してください。

注意：お車の中には、シートベルトが厚いためにベルトロックを止め、
スライド操作が困難な車種があります。

●ベルトロックのスライド操作が困難な場合

●ベルトロックがシートベルトに噛み込み、固くて外すことが出来ない場合　　
①始めに、お車のタングをバックルから外します。
②ベルトロックを矢印の方向に少しスライドさせます。
③ロックレバーを外します。
上記の方法でシートベルトの噛み込みが無くなり取り外しやすくなります。
●ベルトロックは、お車のシートベルトに対して斜めに取付られたり、一方に
片寄らないよう中央部にお取り付けください。

バックル側 バックル側 

タング 

ベルト 
ロック (c)スライド 

　させる 

(a)体重をかける 

(b)引く 

①チャイルドシートをお
車のシートへ押し付け
るように斜め下に体重
を掛けながら、

②タングから出た緩んだ
シートベルトを真上に
強く数回引き、ベルト
ロックを取付けます。

③ベルトロックを矢印の
方向にスライドさせ、
タングに当たるまで押
し下げます。

バックル側 

水平に保つ 

止める 

タング 
ベルトロック 

③シートベルトを水平に保ちます。

①②は通常の使用方法と同じです。

④ベルトロックの矢印側のはしをタン
グに当て止めます。
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使用前の点検・準備

ベルトの長さ調節

万一、破損・異常が発生した場合、又は発見した場合は、そのまま
使用せず、必ず当社サービス員の点検・修理を受けてください。

①本体に、お子様をベッド状態で寝
かせ、または、チャイルドシート
状態で座らせます。

②肩ベルト、腰ベルトは、ネジレのな
いように着用させる。

③肩ベルトを一度引き出し、戻します。

④肩ベルトをしめる時は、（a）肩ベ
ルト調節ベルトを引きます。

⑤肩ベルトをゆるめる時は、（b）肩
ベルト調節レバーを上げて（c）肩
ベルトを引き出します。

（a） 

肩ベルト 
調節ベルト 

（b） 

（c） 

肩ベルト 
調節レバー 

肩ベルト 

肩ベルト通し穴（1、2、3段目）
●参考年令：新生児～6ヶ月頃

注意：肩ベルト通し穴の位置は、必ず、お子様の肩よりも高い位置にします。

肩ベルト通し穴（4、5段目）
●参考年令：1才頃～４才頃
●体　　重：9kg以上～18kg以下
●身　　長：75cm以上～105cm未満

肩ベルト通し穴（3、4段目）
●参考年令：生後6ヶ月～12ヶ月頃
●体　　重：7kg以上～10kg未満
●身　　長：65cm以上～75cm未満

〔出生体重2.5kg未満は、新生児の条件を
満たした上で、お医者さまにご相談の上ご
使用くだい。〕

〈ベッド横向け使用〉

〈後ろ向け使用〉 〈前向け使用〉

★チャイルドシートのベルトの取り付け位置をお子様の体格に合うように
調節し、正しく装着すること。

チャイルドシートの取り付け方を選択する場合、お子様の体重と状態が
決定的な決め手になります。参考年齢及び身長の範囲はおよその見当で
述べたものです。

●体 重：2.5kg以上～8kg未満
●身 長：49cm以上～65cm未満

肩ベルト通し穴の位置

※お子様の体重・状態で乗せ方が決まります。P15の“お子様の大きさ”を
参照してください。
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使用前の点検・準備

─24─

肩ベルト通し位置変更の方法 レッグサポートの使用方法

警告：腰ベルトは骨盤上に低く下げて着用させる。
── 衝突や急ブレーキ等により強い圧迫感を受け重大な傷害を受ける

恐れがあります。

前ページを目安にして、肩ベルトを本体背面の肩ベルト通し穴位置、及び肩ベ
ルト調節バーを通してベルトジョイント金具に止めてください。

（a）ベルトジョイント金具からベルトを外します。
（b）肩ベルト通し穴の位置を変更します。
（c）左右のベルトを本体背面の肩ベルト調節バーに通します。
（①、②、③段目は下から上に通し、外に向けて出します。

⑤段目 

④段目 

③段目 

②段目 

①段目 

（b） 

（c） 

①②③段目 

（a） 

（d） 

（c）④段目のみ調節バーに通さず、
そのまま下へおろします。

④段目 

（c） 
④段目 

（a） 

（d） 

⑤段目 

④段目 

③段目 

②段目 

①段目 

（b） 

（c）⑤段目は上から下に調節バーの
内側を通します。

⑤段目 

（c） 
⑤段目 
 

（a） 

（d） 

⑤段目 

④段目 

③段目 

②段目 

①段目 

（b） 

（a）お車の後部座席にチャイルドシートを乗せます。
（b）レッグサポート取り付けボタンを押しながらチャイルドシート本体に取り付

けます。
（c）付属品のレッグサポートカバー（R・L）を取り付けてください。（828のみ）
（d）レッグサポート脚部の調節ボタンを押しながら左右の穴位置を合わせてお車

のフロアにレッグサポートの底面全体が確実に接するように調整します。こ
の時、チャイルドシートの底面とお車の座席前部とスキ間は0～20mm未
満であること。20mm以上になる場合は、レッグサポート本体を1段縮め
てください。

（e）レッグサポートが確実に取り付けられているか、取り付け部と調節部を引っ
張ってロックが掛かっていることを確認してください。

取り付け 
ボタン 

調節ボタン 

本体 

取り付け 
ボタン 

チャイルドシート裏側 

（a） 

（d） 

（b） 

（c） 

フロア 

注意：レッグサポートの上部、脚部の調節穴位置を左右同じにしてください。
危険：レッグサポートがお車のフロアに接しない、また一部のみ接している

状態で使用しない。
危険：チャイルドシートを取り付けるお車のフロアに、ヒューズボックス、

収納型シート、コンソールボックス、スペアタイヤの収納スペース等
があり、これらがレッグサポートの下に有るようなフロアにはチャイ
ルドシートを取り付けない。

危険：クッション等の柔らかい素材で底上げされたフロアには使用しない。
──衝突や急ブレーキ等により放り出されたり、フロントガラスにぶつか

り生命に関わる重大な傷害を受ける恐れがあります。──
危険：レッグサポートとお車のフロアの間にクッション、座布団等を敷かない。
──走行中に敷物が移動し固定できなく危険になる恐れがあります。──
※チャイルドシートを取り付けるお車のフロアの形状・状態について不明な
点は、各自動車メーカー又は、自動車販売店にお問い合わせください。

（d）左右のベルトをベルトジョイント金具に止めます。
※左右の肩ベルトは必ず同じ通し穴位置にします。
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操作方法

本体の方向転換の方法
★お子様の成長に合わせて取り付け方向を
決めます。（シート前後、ベッド左右）

回転ロック 
解除レバー 

①起こす 

③回す 

②引く 

スタンドの使用方法

注意：スタンドを使用してもチャイルドシートの底面が座席に接する部
分が一部の場合はその座席にはチャイルドシートを使用しないで
ください。

注意：方向転換は、必ず車を止めて行ってください。
操作時、手や指をはさまないように気を付けてください。

大腿部、臀部をホールドする為に落とし込んである座席等で、チャイルドシート
の底面が座席に接する部分が一部の場合、スタンドを立てて使用してください。

①リクライニングは、いちばん起こした状態にしてください。
②回転ロック解除レバーを手前に引いて本体を回します。
③ご使用される位置でレバーをはなすとカチッと固定されます。
④レバーが戻り確実に固定されているか、本体をゆすって確認してください。
※操作がかたい（重い）ときは、シート本体の上部を軽くゆすってください。

〈回転ロック解除レバー〉
台座に親指をあて、レバーを手前に引いてください。
※レバー中央にレバーロックボタンがありますので、ロックボタンを押しなが
らレバーを引いてください。

スタンド 

フィットスペーサーの使用方法

座席がリクライニングできない、また腰部をホールドする為に落とし込んであ
る座席等でチャイルドシートの台座背部が座席に接する部分が一部の場合、チ
ャイルドシートが極端にぐらつく場合のみフィットスペーサーを使用してくだ
さい。

注意：フィットスペーサーを使用してもチャイルドシートの台座背部が
座席に接する部分が一部の場合は、その座席にはチャイルドシー
トを使用しないでください。

フィットスペーサー 

バックルの長さが15cmより長くても、フィットスペーサーを装着させるこ
とによりA点（お車のシートの座部と背もたれの交点）からB点（タングの
ベルト通し位置）までの長さが18cm以下であれば取り付けできます。

A点 B点 

18cm以下 
ならOK
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操作方法

リクライニングの方法

①リクライニングレバーを手前に引き上げてください。
②リクライニング角度を調節してください。（３段階）
③ご使用される位置でレバーをはなすとカチッと固定されます。
④リクライニングレバーが戻り、確実に固定されているか、背もたれ部分を
前後にゆすって確認してください。

② 

① 

本体取り付け方向によるリクライニング調節

危険：上記以外の調節位置では使用できません。
──衝突や急ブレーキ等により重大な傷害を受ける恐れがあります。──

警告：リクライニングのロックが確実に入っていること。
──衝突や急ブレーキ等により重大な傷害を受ける恐れがあります。─

注意：リクライニング操作は、必ず車を止めて行ってください。
注意：操作時、手や指をはさまないように気を付けてください。

※前向け取付け時、お車の後部座席の背もたれの状態により2段目を使用で
きない場合もあります。

① 

② 

② 

③ 

横向け取り付け 

後ろ向け取り付け 

前向け取り付け 

③段目のみ　使用可能 

②段目のみ　使用可能 

①～②段　調節可能 
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操作方法

マモールSの取り付け方
●このマモールSは、新生児・乳児の頭部をより安定させ、衝撃を軽減する
ものです。

危険：チャイルドシート使用時は、保護者はお子様より目を離さないこと。
──お乳をもどしたり、車内の温度等により生命に関わる重大な事故につ

ながる恐れがあります。──
警告：授乳後30分ぐらいは、お車に乗せない。
──振動等によりお乳をもどす恐れがあります。──
注意：ドライブ時は、お子様の体温と車内温度に注意してください。
注意：他の物と交換したり、やぶれた状態で使用しない。
注意：他の製品や他社製品への使用は責任を負いかねます。
注意：マモールSは、ベッド時のみ使用し、ベッド状態でのご使用期間は、

必ずご使用ください。

★マモールSには2種類があります。お買い上げの商品仕様に合わせて
お読みください。

【 マモールS 669 】

有

有

有

ヘッドパッド

1段目

1段目

2段目

ヘッドパッド通し穴発達状況

新生児期

首が安定する頃

首が安定した以降

ヘッドパッド 

ヘッドパッド通し穴①段目 

ヘッドパッド通し穴②段目 

肩ベルト ベルト 
バックル 

バックル 

肩ベルトカバー 

ベルトカバー 

各部の名称

取り付け方

※お子様の発育には個人差がありますので、お子様の発達状況や身長に合わ
せて調節してください。

次の表はマモールSを調節する目安です。

★ヘッドパッド取り付け時は、お子様の発育に合わせて
取り付け位置を決定してください。

ベルト 
バックル（オス） 

ヘッドパッド 
通し穴2段目 

ヘッドパッド 
通し穴1段目 

①リクライニング角度を3段目（ベッ
ド状態）にして、ヘッドパッドバッ
クル（オス）を本体ヘッドパッド通
し穴1段目又は2段目に通します。

ベルト 
バックル（オス） 

バックル（メス） 

ヘッドパッド 
通し穴 

調節ベルト 
内側 

②バックル（オス）をバックル（メス）
に差し込みます。

②外側へ出す 

バックル（オス） 

バックル（メス） 

ヘッドパッド 
通し穴 

①引く 

③ヘッドパッドが固定するまでベルトの
端を強く引き上げ、ベルトをヘッドパ
ッドの外側に出します。

バックル（オス） 
プレスボタン 
バックル（メス） 

ヘッドパッド 
通し穴 

プレス 
ボタン 

①押す 

②引き 
　抜く 

※ヘッドパッドをはずす時は、片手で
プレスボタンを押してベルトを握る
ようにして引き上げます。

※ベッド状態でのご使用期間は、ヘッ
ドパッドを必ずご使用ください。

②①

③
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【 マモールS 828 】
次の表はマモールSを調節する目安です。

有

有

有

ヘッドパッド

有

有

有

腰ベルトパッド

1段目

1段目

2段目

ヘッドパッド通し穴発達状況

新生児期

首が安定する頃

首が安定した以降

操作方法

ヘッドパッド 
　通し穴①段目 

ヘッドパッド 
　通し穴②段目 

肩ベルト 

バックル 

腰ベルトパッド 

肩ベルトカバー 

ベルトカバー 

ヘッドパッド 

ベルト 
バックル 

各部の名称

●お子様の発育には個人差がありますので、お子様の発達状況や身長に合わ
せて調節してください。

取り付け方 ★ヘッドパッド取り付け時はお子様の発育に合わせて
取り付け位置を決定してください。

ベルト 

バックル（オス） 
ヘッドパッド
　通し穴2段目 

ヘッドパッド
　通し穴1段目 

①

①リクライニング角度を3段目（ベッ
ド状態）にして、ヘッドパッドバッ
クル（オス）を本体ヘッドパッド通
し穴1段目又は2段目に通します。

ベルト 

バックル（オス） 

バックル（メス） 

ヘッドパッド 
　通し穴 

調整ベルト 
内側 

②

②バックル（オス）をバックル（メス）
に差し込みます。

②外側へ出す 

バックル（オス） 

バックル（メス） 

ヘッドパッド 
通し穴 

①引く 

③

③ヘッドパッドが固定するまでベルト
の端を強く引き上げ、ベルトをヘッ
ドパッド外側に出します。

バックル（オス） 

プレスボタン 

プレス 
ボタン ①押す 

②引き 
　抜く 

バックル（メス） 

ヘッドパッド 
通し穴 

※ヘッドパッドをはずす時は、片手で
プレスボタンを押してベルトを握る
ようにして引き上げます。

※ベッド状態でのご使用期間は、ヘッ
ドパッド、腰パッドは必ずご使用く
ださい。

※腰パッドは、後ろ向き・前向きでも
ご使用ください。
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後部座席横向け

体　　重─2.5kg～8kg未満
身　　長─49cm以上～65cm未満
参考年令─新生児～6カ月頃

〔出生体重2.5kg未満は、新生児の条件を満
たした上で、お医者さまにご相談の上ご使用
ください。〕

そ の 他─あおむけに寝かせた時､肩ベルト､腰ベルトが体にフィットすること｡
マモールSを使用してください。

危険：レッグサポートがお車のフロアに接しない、また一部のみ接してい
る状態で使用しない。
─衝突や急ブレーキ等により放り出されたりフロントガラスにぶつか
り生命に関わる重大な傷害を受ける恐れがあります。─

危険：チャイルドシートを取り付けるお車のフロアに、シューズボックス、
ヒューズボックス、収納型シート、コンソールボックス、スペアタ
イヤの収納スペース等があり、これらがレッグサポートの下に敷か
れるようなフロアにはチャイルドシートを取り付けない。

危険：クッション等の柔らかい素材で底上げされたフロアには使用しない。
─衝突や急ブレーキ等により放り出されたり、フロントガラスにぶつ
かり生命に関わる重大な傷害を受ける恐れがあります。─

危険：レッグサポートとお車のフロアの間にクッション、座布団等を敷かない。
─走行中に敷物が移動し固定できなく危険になる恐れがあります。─
※チャイルドシートを取り付けるお車のフロアの形状・状態について
不明な点は、各自動車メーカー又は、自動車販売店にお問い合わせ
ください。

危険：チャイルドシートの台座とお車の座席がフィットせず安定しない場
合は、他の座席に取り付けてください。
─衝突や急ブレーキ等により放り出されたりフロントガラスにぶつか
り生命に関わる重大な傷害を受ける恐れがあります。─

危険：お子様をベッドに寝かせた場合は、保護者は目を離さないこと。
─お乳をもどしたり、車内の温度等により生命に関わる重大な事故に
つながる恐れがあります。─

危険：助手席では、横向け取り付けをしないこと。
─お車の運転に支障を及ぼし、自動車が事故になる恐れがあります。

危険：横向け取り付けでは、ベッド状態以外で使用しない。
体重2.5kg～8kg以下、身長49cm以上～65cm未満のお子様以
外に使用しない。
─衝突や急ブレーキ等により車両より放り出されたりフロントガラス
にぶつかり生命に関わる重大な傷害を受ける恐れがあります。─

危険：SRSエアーバッグが装備された座席にチャイルドシートを取り付け
ない。
─衝突時の緊急時に、エアーバッグの作動により重大な傷害を受ける
恐れがあります。─

警告：授乳後30分くらいは、お車に乗せない。
─お乳をもどす恐れがあります。─

警告：同乗者は、特に1才未満のお子様から目を離さない。
─生命に関わる重大な事故につながる恐れがあります。─

警告：ベッド状態でチャイルドシートの座面から足がでるお子様は、使用
しない。
─衝突や急ブレーキ等により強い圧迫等を受け重大な傷害を受ける恐
れがあります。─

注意：ドライブ時は、お子様の体温と車内の温度に注意してください。

車体への取り付け方法

ベッド状態での使用は車両の進行方向に対し直角に頭を中央側にして取り付け
てください。

注意：肩ベルトの位置は、必ず、お子
さまの肩よりも高い位置にして
ください。

肩より 
高い 

肩より 
低い 
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車体への取り付け方法

後部座席横向けの乗せ方

⑥

⑥回転ロック解除レバーを手前に引いて本体を横向けに回転させ、レバーをは
なすとカチッと固定されます。ヘッドレストが、車内中央よりに来るように
します。

(b)回す 

(a)引く 

(c)ロック 

①
①お車の後部座席が前後にスライド
できる場合は、座席を一番後ろの
位置までスライドさせます。また、
座席がリクライニング付きの場合
は、リクライニングを少し寝かせ
た状態で取り付けます。

バックル側 バックル側 

タング 

ベルト 
ロック (c)スライド 

　させる 

(a)体重をかける 

(b)引く 

⑤

⑤（a）チャイルドシートをお車のシートへ押し付けるように斜め下に体重を
掛けながら（b）タングから出た緩んだシートベルトを真上に強く数回引き、
ベルトロックを取付けます。（c）ベルトロックを矢印の方向にスライドさ
せ、タングに当たるまで押し下げます。※スライドが困難な時はP20「ベ
ルトロックのスライドが困難な場合」をご参照ください。

ベルトガイド 

ベルトガイド 

ベルトロック 

④

④ベルトガイドに腰ベルトを通し（左右）、ベルトロックを仮止めします。

肩ベルト 

腰ベルト 

タング 

バックル 

（a）差し込む 
ベルト 
クリッパー 

（c）止める 

（d）上側に 

（e）10cm
（b）引き出す 

②

②（a）お車のタングをバックルにカチッと音がするまで確実に差し込みます。
（b）シートベルトをすべて引き出し、（c）ベルトクリッパーで仮止めしま
す。（d）肩ベルトをシートの上側に、（e）腰ベルトをシートの背もたれか
ら10cm手前にネジレがない様に整えておきます。

腰ベルト 

ベルトガイド溝 

レッグサポート 

③

③チャイルドシートを前向きに乗せ、ベルトガイド溝と腰ベルトを合わせます。
この時レッグサポートをお車のフロアに接するよう調整します。

※P24レッグサポートの使用方法を参照してください。
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車体への取り付け方法

お車の肩ベルトをセフティーリングに通す方法

危険：チャイルドシートが、確実に固定できない座席では使用しない。
── 衝突や急ブレーキなどにより車両より放り出されたりフロントガラ

スにぶつかり生命に関わる重大な傷害を受ける恐れがあります。─　

注意：セフティーリングにお車の肩ベルトを通したままチャイルドシート
を回転させないでください。

1．お車の肩ベルトをセフティーリングの隙間から
内側に通してください。

2．肩ベルトが完全にセフティーリングの内側にあ
ることを確認してください。

ベルトクリッパー 

⑨ ⑨仮止めのベルトクリッパーをはず
し、余分なシートベルトを巻き取
らせます。A-ELR（チャイルドシ
ート固定機構）付きシートベルト
のみ図の様にシートベルト出口に
再度ベルトクリッパーを取り付け、
シート本体をゆすりシートベルト
の緩みが無い事を確認してくださ
い。

⑩ ⑩取り付け完了後、お車の背もたれ
をチャイルドシートに強く当たる
まで起こすと、より強く取り付け
ができます。また、座席が前後に
スライドする場合、シートベルト
がきつく張られる位置まで座席を
前方に移動すると、強く取り付け
ができます。

バックル 

ELR
肩ベルトカバー 

ベルト 
カバー 

タング 

② （a）お子様の股間と股ベルトカバー
が接する位置にお子様を寝かせ
ます。

（b）肩ベルト通し穴（①②③段目）
が、お子様の肩より上にあるこ
とを確認します。

（c）P22肩ベルト通し穴の位置をご
参照ください。お子様の手は肩
ベルトの下にくぐらせます。

(c)肩ベルト 
　調節レバー 

ELR

(a)バックル 

(a)タング (b)ベルトカバー 
①

（a）バックルのPRESSボタンを押
し、タングを両脇に寄せバック
ルを前に倒します。

（b）ベルトカバーのホック（3ヶ所）
をはずします。

（c）肩ベルト調節レバーを持ち上げ、
肩ベルトを緩めます。

(a)引く 

（b)倒す 
　（3段目） 

⑦

⑦リクライニングレバーを引き上げ、リクライニングで角度を3段目（ベッ
ド状態）にし、レッグサポートをお車のフロアに接するように再度調整しま
す。この時チャイルドシートの底面とお車の座席前部とのスキ間がなく、ま
た極端なしずみ込みがないか確認してください。

セフティーリング（右） 

通す 

⑧

⑧チャイルドシートのセフティーリング（右）にお車のシートベルトを通し、
ネジレがない様に整えます。（ベッドの向きが図の方向と逆の場合、セフテ
ィーリングは左側を使用します。）

お子様の乗せ方
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ELR③
（a）バックルをお子様の腹部に当て、

左右のタングをバックルへ確実
に差し込みます。

（b）腰ベルトがお子様の骨盤上に来
るように低く下げてセットして
ください。

（c）お子様の肩に肩ベルトカバーが
当たる様にセットしてください。
ベルトカバーのホックを3ヶ所
確実に止めてください。

（d）肩ベルト調節ベルトを引っ張り
肩ベルトを締めてください。（肩
ベルトとお子様の体の間に大人
の指1本入る程度まで締めてく
ださい。）

警告：肩ベルトは、お子様の肩以外の位置で使用しない。
──衝突や急ブレーキ等により首や頭等を締めつけられる恐れがあります。─
警告：肩ベルト、腰ベルトは、ネジレ、緩みのないように着用させる。
──衝突や急ブレーキ等により強い圧迫等を受け重大な傷害を受ける恐

れがあります。──

警告：お車のシートベルトをチャイルドシ
ートのヘッドレストと背もたれ側芯
部の間に通して使用しない。お車の
シートベルトは必ず背もたれの側板
上を通して使用してください。

──衝突や急ブレーキ等により、首や頭部によ
り強い圧迫等を受け重大な傷害を受
ける恐れがあります。──

横向け（ベッド状態）取付チェック
ELR

★お子様の乗車時は、お車の急発進、スピード、急ブレーキはひかえ、左折、
右折のスピードは、お子様に影響を与えないように注意してください。

・チャイルドシートのヘッドレストに前後
左右に力を掛け取り付けが安定している
事を確認してください。

・ベルトロックが確実に取り付けられ、緩
みがない事を確認してください。

・シートベルトがセフティーリングを確実
に通っているか確認してください。

お子様の乗せ方 車体への取り付け方法

危険：レッグサポートがお車のフロアに接しない、また一部のみ接している状
態で使用しない。

─衝突や急ブレーキ等により放り出されたりフロントガラスにぶつかり生
命に関わる重大な傷害を受ける恐れがあります。─

危険：チャイルドシートを取り付けるお車のフロアに、シューズボックス、ヒ
ューズボックス、収納型シート、コンソールボックス、スペアタイヤの
収納スペース等があり、これらがレッグサポートの下に敷かれるような
フロアにはチャイルドシートを取り付けない。

危険：クッション等の柔らかい素材で底上げされたフロアには使用しない。
─衝突や急ブレーキ等により放り出されたり、フロントガラスにぶつかり
生命に関わる重大な傷害を受ける恐れがあります。─

危険：レッグサポートとお車のフロアの間にクッション、座布団等を敷かない。
─走行中に敷物が移動し固定できなく危険になる恐れがあります。─
※チャイルドシートを取り付けるお車のフロアの形状・状態について不明
な点は、各自動車メーカー又は、自動車販売店にお問い合わせください。

危険：助手席では、横向け取り付けをしないこと。
─お車の運転に支障を及ぼし、自動車が事故になる恐れがあります。─　

危険：後ろ向け取り付け時、ベッドで使用しない。
─衝突や急ブレーキ等により車両より放り出されたりフロントガラスにぶ
つかり生命に関わる重大な傷害を受ける恐れがあります。─

危険：SRSエアーバッグが装備された座席にチャイルドシートを取り付けない。
─衝突時の緊急時に、エアーバッグの作動により重大な傷害を受ける恐れが
あります。─

注意：後ろ向けではマモールSの使用はできません。

後部座席後ろ向け

体　　重─7kg～10kg
身　　長─60cm以上～75cm未満
参考年令─生後6カ月頃～12カ月頃
そ の 他─首が安定し､一人座りのできるお子様。

注意：肩ベルトの位置は、必ず、お子さまの肩よりも
高い位置にしてください。

肩より 
高い 肩より 

低い 
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車体への取り付け方法

後部座席後ろ向けの乗せ方

バックル側 バックル側 

タング 

ベルト 
ロック (c)スライド 

　させる 

(a)体重をかける 

(b)引く 

⑤

⑤（a）チャイルドシートをお車のシートへ押し付けるように斜め下に体重を
掛けながら（b）タングから出た緩んだシートベルトを真上に強く数回引き、
ベルトロックを取付けます。（c）ベルトロックを矢印の方向にスライドさ
せ、タングに当たるまで押し下げます。※スライドが困難な時はP20「ベ
ルトロックのスライドが困難な場合」をご参照ください。

⑥

⑥回転ロック解除レバーを手前に引いて本体を後ろ向けに回転させ、レバーを
はなすとカチッと固定されます。

(b)回す 

(a)引く 

(c)ロック 

①
①お車の後部座席が前後にスライド
できる場合は、座席を一番後ろの
位置までスライドさせます。また、
座席がリクライニング付きの場合
は、リクライニングを少し寝かせ
た状態で取り付けます。

肩ベルト 

腰ベルト 

タング 

バックル 

（a）差し込む 
ベルト 
クリッパー 

（c）止める 

（d）上側に 

（e）10cm
（b）引き出す 

②

②（a）お車のタングをバックルにカチッと音がするまで確実に差し込みます。
（b）シートベルトをすべて引き出し、（c）ベルトクリッパーで仮止めしま
す。（d）肩ベルトをシートの上側に、（e）腰ベルトをシートの背もたれか
ら10cm手前にネジレがない様に整えておきます。

腰ベルト 

ベルトガイド溝 

レッグサポート 

③

③チャイルドシートを前向きに乗せ、ベルトガイド溝と腰ベルトを合わせます。
この時レッグサポートをお車のフロアに接するよう調整します。

※P24レッグサポートの使用方法を参照してください。

ベルトガイド 

ベルトガイド 

ベルトロック 

④

④ベルトガイドに腰ベルトを通し（左右）、ベルトロックを仮止めします。
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車体への取り付け方法

ベルト 
クリッパー 

⑨

(a)引く 

（b)倒す 
　（2段目） 

⑦

⑦リクライニングレバーを引き上げ、リクライニング角度を2段目にし、レ
ッグサポートをお車のフロアに接するように再度調整します。この時チャイ
ルドシートの底面とお車の座席前部とのスキ間がなく、また極端なしずみ込
みがないか確認してください。

ベルトガイド 

バックル 

タング 

座席前部 

台座背部 

⑧

⑧お車の肩ベルトを台座背部と座席前部の間を通しベルトガイドに固定します。

⑨シートベルトが巻き込まれないよ
う保持した後、仮止めのベルトク
リッパーをはずします。（洗濯バサ
ミ等を使用すると、容易に保持で
きます。）次に、肩ベルトを腰ベル
トに重ねて、ベルトクリッパーで
矢印の方向からたばねます。（拡大
図をご覧ください。）その際、ベル
トクリッパーは、ベルトガイドか
ら離して取り付けてください。
〔（ベルトクリッパーの取り付け方）
をご覧ください。〕その後、シート
本体をゆすりシートベルトの緩み
が無い事を確認してください。

⑩
⑩取り付け完了後、お車の背もたれ
をチャイルドシートに強く当たる
まで起こすと、より強く取り付け
ができます。また、座席が前後に
スライドする場合、シートベルト
がきつく張られる位置まで座席を
前方に移動すると、強く取り付け
ができます。

ベルトクリッパーと、ベルトガイ
ドの間にスキマができる場合。

ベルトクリッパーが、ベルトガ
イドに一部当たってセットでき
る場合。

肩ベルトを引き上げるとベルトク
リッパーのApricaマークが横方
向から上向き方向になることをご
確認ください。

（イ）ベルトクリッパーが、ベルトガ
イドにほぼ全面で当たってセッ
トされ、肩ベルトを引き上げて
もベルトクリップがほとんど動
かない場合。

（ロ）ベルトクリッパーをお車の座面
近くまで押し下げて、 い
ずれかの状態になるように直し
てください。

スキマ 

横方向 上向き方向 

（イ）

（ロ）

注意：下記の場合は、セットをやり直してください。
─（イ）の状態でご使用になった場合、衝突等によりベルトクリッパーが

外れ障害を負う恐れがあります。─

ベルトクリッパーの取り付け方

いずれかの状態になるようにベルトクリッパーをセットしてください。



─45─ ─46─

お子様の乗せ方 車体への取り付け方法

後部座席前向け

体　　重─9kg～18kg
身　　長─75cm以上～105cm未満
参考年令─1才～4才
そ の 他─お子様を座らせた時､後頭部がチャイルドシートの上端部又はヘッドレス

トの上端部より下になること。左右のタングがバックルへ差し込めること。

危険：レッグサポートがお車のフロアに接しない、また一部のみ接している状
態で使用しない。
─衝突や急ブレーキ等により放り出されたりフロントガラスにぶつかり生
命に関わる重大な傷害を受ける恐れがあります。─

危険：チャイルドシートを取り付けるお車のフロアに、シューズボックス、ヒ
ューズボックス、収納型シート、コンソールボックス、スペアタイヤの
収納スペース等があり、これらがレッグサポートの下に敷かれるような
フロアにはチャイルドシートを取り付けない。

危険：クッション等の柔らかい素材で底上げされたフロアには使用しない。
─衝突や急ブレーキ等により放り出されたり、フロントガラスにぶつかり
生命に関わる重大な傷害を受ける恐れがあります。─

危険：レッグサポートとお車のフロアの間にクッション、座布団等を敷かない。
─走行中に敷物が移動し固定できなく危険になる恐れがあります。─
※チャイルドシートを取り付けるお車のフロアの形状・状態について不明
な点は、各自動車メーカー又は、自動車販売店にお問い合わせください。

危険：助手席では、横向け取り付けをしないこと。
─お車の運転に支障を及ぼし、事故をおこす恐れがあります。─　

危険：横向け取り付けでは、ベッド状態以外で使用しない。体重2.5kg～18kg未
満、身長49cm以上～105cm未満のお子様以外に使用しない。
─衝突や急ブレーキ等により車両より放り出されたりフロントガラスにぶつ
かり生命に関わる重大な傷害を受ける恐れがあります。─

危険：SRSエアーバッグが装備された座席にチャイルドシートを取り付けない。
─衝突時の緊急時に、エアーバッグの作動により重大な傷害を受ける恐れが
あります。─

注意：前向けではマモールSの使用はできません。

注意：肩ベルトの位置は、必ず、お子さまの肩よりも
高い位置にしてください。

肩より 
高い 肩より 

低い 

（a）バックルをお子様の腹部に当て、左右のタング
をバックルへ確実に差し込みます。

（b）腰ベルトがお子様の骨盤上に来るように低く下
げてセットしてください。

（c）お子様の肩に肩ベルトカバーが当たる様にセッ
トしてください。ベルトカバーのホックを3ヶ
所確実に止めてください。

（d）肩ベルト調節ベルトを引っ張り肩ベルトを締め
てください。（肩ベルトとお子様の体の間に大
人の指1本入る程度まで締めてください。）

警告：肩ベルトは、お子様の肩以外の位置で使用しない。
──衝突や急ブレーキ等により首や頭等を締めつけられる恐れがあります。─
警告：肩ベルト、腰ベルトは、ネジレ、緩みのないように着用させる。
──衝突や急ブレーキ等により強い圧迫等を受け重大な傷害を受ける恐

れがあります。──

後向け取付チェック

★お子様の乗車時は、お車の急発進、スピード、急ブレーキはひかえ、左折、
右折のスピードは、お子様に影響を与えないように注意してください。

・チャイルドシートのヘッドレストに前後左右に力
を掛け取り付けが安定している事を確認してくだ
さい。

・ベルトロックが確実に取り付けられ、緩みがない
事を確認してください。

（a）お子様の股間と股ベルトカバーが接する位置に
お子様を座らせます。

（b）肩ベルト通し穴（③④段目）が、お子様の肩よ
り上にあることを確認します。

（c）P22肩ベルト通し穴の位置をご参照ください。
お子様の手は肩ベルトの下にくぐらせます。

（a）バックルのPRESSボタンを押し、タングを両
脇に寄せバックルを前に倒します。

（b）ベルトカバーのホック（3ヶ所）をはずします。
（c）肩ベルト調整レバーを持ち上げ、肩ベルトを緩

めます。

(c)肩ベルトカバー 

(a)タング 

(a)バックル 

(b)ベルト 
　カバー 

③

②

①
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車体への取り付け方法

後部座席前向けの乗せ方

(b)引く 

(a)体重をかける 

バックル側 バックル側 

(c)スライド 
　させる 

タング 

ベルト 
ロック 

⑤

⑤（a）チャイルドシートをお車のシートへ押し付けるように斜め下に体重を
掛けながら（b）タングから出た緩んだシートベルトを真上に強く数回引き、
ベルトロックを取付けます。（c）ベルトロックを矢印の方向にスライドさ
せ、タングに当たるまで押し下げます。※スライドが困難な時はP20「ベ
ルトロックのスライドが困難な場合」をご参照ください。

①
①お車の後部座席が前後にスライド
できる場合は、座席を一番後ろの
位置までスライドさせます。また、
座席がリクライニング付きの場合
は、リクライニングを少し寝かせ
た状態で取り付けます。

肩ベルト 

腰ベルト 

タング 

バックル 

（a）差し込む 
ベルト 
クリッパー 

（c）止める 

（d）上側に 

（e）10cm
（b）引き出す 

②

②（a）お車のタングをバックルにカチッと音がするまで確実に差し込みます。
（b）シートベルトをすべて引き出し、（c）ベルトクリッパーで仮止めしま
す。（d）肩ベルトをシートの上側に、（e）腰ベルトをシートの背もたれか
ら10cm手前にネジレがない様に整えておきます。

腰ベルト 

ベルトガイド溝 

レッグサポート 

③

③チャイルドシートを前向きに乗せ、ベルトガイド溝と腰ベルトを合わせます。
この時レッグサポートをお車のフロアに接するよう調整します。

※P24レッグサポートの使用方法を参照してください。

ベルトガイド 

ベルトガイド 

ベルトロック 

④

④ベルトガイドに腰ベルトを通し（左右）、ベルトロックを仮止めします。
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車体への取り付け方法

⑧

⑧取り付け完了後、お車の背もたれ
をチャイルドシートに強く当たる
まで起こすと、より強く取り付け
ができます。また、座席が前後に
スライドする場合、シートベルト
がきつく張られる位置まで座席を
前方に移動すると、強く取り付け
ができます。

ベルト 
クリッパー 

⑦

⑦仮止めのベルトクリッパーをはず
し、余分なシートベルトを巻き取
らせます。A-ELR（チャイルドシ
ート固定機構）付きシートベルト
のみ図の様にシートベルト出口に
再度ベルトクリッパーを取り付け、
シート本体をゆすりシートベルト
の緩みが無い事を確認してくださ
い。

ELR
②

（a）お子様の股間と股ベルトカバー
が接する位置にお子様を座らせ
ます。

（b）肩ベルト通し穴（④⑤段目）が、
お子様の肩より上にあることを
確認します。

（c）P22肩ベルト通し穴の位置をご
参照ください。お子様の手は肩
ベルトの下にくぐらせます。

ELR

(c)肩ベルトカバー 

(a)タング 

(a)バックル 

(b)ベルトカバー 

①

（a）バックルのPRESSボタンを押
し、タングを両脇に寄せバック
ルを前に倒します。

（b）ベルトカバーのホック（3ヶ所）
をはずします。

（c）肩ベルト調整レバーを持ち上げ、
肩ベルトを緩めます。

通す 
通す 

セフティー 
リング（左） 

セフティー 
リング（右） 

⑥

⑥チャイルドシートのセフティーリ
ング（左右）にお車のシートベル
トを通し、ネジレがない様に整え
ます。

お車の肩ベルトをセフティーリングに通す方法

注意：セフティーリングにお車の肩ベルトを通したままチャイルドシート
を回転させないでください。

1．お車の肩ベルトを左右のセフティーリングの隙
間から内側に通してください。

2．肩ベルトが完全にセフティーリングの内側にあ
ることを確認してください。

お子様の乗せ方
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お子様の乗せ方

ELR③
（a）バックルをお子様の腹部に当て、

左右のタングをバックルへ確実
に差し込みます。

（b）腰ベルトがお子様の骨盤上に来
るように低く下げてセットして
ください。

（c）お子様の肩に肩ベルトカバーが
当たる様にセットしてください。
ベルトカバーのホックを3ヶ所
確実に止めてください。

（d）肩ベルト調節ベルトを引っ張り
肩ベルトを締めてください。（肩
ベルトとお子様の体の間に大人
の指1本入る程度まで締めてく
ださい。）

警告：肩ベルトは、お子様の肩以外の位置で使用しない。
──衝突や急ブレーキ等により首や頭等を締めつけられる恐れがあります。─
警告：肩ベルト、腰ベルトは、ネジレ、緩みのないように着用させる。
──衝突や急ブレーキ等により強い圧迫等を受け重大な傷害を受ける恐

れがあります。──

前向け取付チェック

★お子様の乗車時は、お車の急発進、スピード、急ブレーキはひかえ、左折、
右折のスピードは、お子様に影響を与えないように注意してください。

・チャイルドシートのヘッドレストに前後左右に力を掛け取り付けが安定して
いる事を確認してください。

・ベルトロックが確実に取り付けられ、緩みがない事を確認してください。
・シートベルトがセフティーリングを確実に通っているか確認してください。
・頭部重心位置（耳の上端部）がヘッドレストの上端部より下にあること。

ELR

日常のお手入れ方法

シートカバーのはずし方

横向き 

肩ベルト 

フック 

フック 

ホック 

肩ベルトカバー 

（B） 

（B）側面 （A）背面 

（A） 

タングプレート（右） 
タングプレート（左） 

ベルトカバー 

腰ベルトパッド 
（828のみ） 

バックル 
カバー 

バックル 

①バックルセンターのPRESSボタンを押して左右のタングプレートをはず
します。（詳しくはP19の点検をご参照ください。）
②本体を横向きにして、背面のベルトジョイント金具からベルトをはずし、肩
ベルト通し穴から引き抜きます。（詳しくはP23の肩ベルト通し位置変更
の方法をご参照ください。）
③肩ベルトから肩ベルトカバー、ベルトカバー（ホック3ヶ所）、左右のタン
グ、腰ベルトパッド（828のみ）をはずします。
④バックルカバーはホック2カ所をはずし、マジックテープをはずします。
⑤本体背面のヘッドレストからベルトホック2ヶ所、及び左右のホック2ヶ
所をはずします。クッション材を残してめくってください。
⑥シートカバー腰部のフック3ヶ所を座面下側からはずします。
⑦本体左右のサイドカバーのクリップ4ヶ所を引き抜き、内側にあるフック
4ヶ所をはずしてシートカバーを引き出します。
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日常のお手入れ方法

樹脂部分のお手入れ

樹脂とお車のシート生地等との摩擦による、ほこり等を吸着した場合は、化学
ぞうきんで乾拭きしてください。
水溶性の汚れ（果汁、ヨダレ、小水等）の場合は、４０度前後のお湯にタオル
を浸し、軽く絞って拭き取ってください。
非水溶性の汚れ（牛乳、油脂、マヨネーズ等）の場合は、４０度前後のお湯に
中性洗剤を溶解し、汚れた部分をスポンジで軽くこすります。その後、冷水又
は温水にタオルを浸し、軽く絞って充分に中性洗剤を拭き取ってください。

内部のクッション材は、洗濯しないでください。
クッション材の自然劣化による損傷は、保証請求の範囲ではあり
ませんのでご理解ください。
内部のクッション材を取り外したり、他の物と交換したり、やぶ
れた状態で使用しない。
──衝突等の緊急時に、お子様の安全を守るための機能が充分発
揮できないだけでなく生命に関わる重大な危険になる恐れがあり
ます。──

注　意

エンソ 
サラシ 

手洗イ 

30

ドライ 

平 

液温は、30℃を限度とし、 
弱い押し洗いにしてください。 
（洗たく機は使用できません。） 

塩素漂白剤は、使用しないで 
ください。 

洗たく後、絞らないでください。 

ドライクリーニングは、しないで 
ください。 

干し方は、日陰げの平干しにして 
ください。 

アイロン掛けは、しないでください。 

シートカバーのお手入れ

芯材の取り外し方

※お洗濯をされる際に芯材を取り外してください。
※芯材の取り付けは、取り外し方の逆の手順で行ってください。

ヘッドパッド

裏面のホックを開き、芯材を取り外
してください。

中のクッション材は、固定されておりますので取り外さないでください。
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日常のお手入れ方法

④ ⑤

④本体天面のヘッドレストのベルト
ホック2ヶ所、及び左右のホック
を止めてください。

⑤本体左右のフック6ヶ所を差し込
んで止めてください。

肩ベルト 

腰ベルトパッド 
(828のみ)

肩ベルトカバー 

タングプレート（右） 
タング 
プレート（左） 

ベルトカバー 

バックルカバー 

バックル 

股ベルト 

⑥通す ⑦取り 
　付ける 

⑥通す 

タング 
プレート（右） 

タング 
プレート（左） 

バックル 

バックル 
カバー 

マジックテープ 

ホック 

⑥⑦

⑥肩ベルトに腰ベルトカバー、タングプレート（左右、裏表を確認する）、ベ
ルトカバー、肩ベルトカバーの順に通してセットします。
⑦股ベルトにバックルカバーを取り付け、マジックテープで股ベルトを止め、
ホックを止めます。

座面下側 

座部 
腰部 

〈側面〉 

肩ベルト 

シートカバー 

①かぶせる 

②止める 

②止める 

③かぶせる 

股ベルトバックル 

座部 

腰部 

③通す 

肩ベルト 

①②③

シートカバーの取り付け方

①シートカバーを本体の上部からかぶせて、肩ベルト、腰ベルト、股ベルト通
し穴に合わせ、形を整えます。
②シートカバー座部のフック を止め、肩ベルトが出ていることを確認し、腰
部のフック を座面下側に止めてください。
③股ベルト通し穴に股ベルトバックルを通し、座面カバーを座面にかぶせます。

注意：タングプレートの方向を間違えないよう通してください。
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① 

② ③ 
④ 

動作チェック

①バックルボタン操作
②リクライニング操作
③ヘッドレスト動作
（リクライニング連動）
④回転操作

シートカバー取り付け後、各部の動作がスムーズに行えるか確認してください。

保管方法

本体をポリ袋等に入れ、直接日光の当たらない、冷暗所に保管してください。

廃棄方法

地球環境のため、放置はしないでください。
お住まいの各自治体の指示にしたがい処分、廃棄してください。

アフターサービスについて

ご使用中に万一故障等が発生したり、点検中に発見した場合、部品の交換又は
修理の必要が生じた場合、及び、その他異常を感じた場合は、使用を中止して
お買い求めの店又は、当社サービス係までご連絡ください。

肩ベルト 
調節バー 

ベルトジョイント 
金具 

⑧

⑧肩ベルトをベルト通し穴から後ろ側へ出し、肩ベルト調節バーに通してベル
トジョイント金具に止めます。（詳しくはP23の肩ベルト通し位置変更の
方法をご参照ください。）

肩ベルト調節レバー 

⑨

⑨肩ベルト調節レバーを持ち上げて肩ベルトを調節してください。

日常のお手入れ方法

万一、破損・異常が発生した場合、又は発見した場合は、そのまま使用せず、
当社サービス員の点検・修理を受けてください。


